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 災害がおこったと
き、ケガをしてしま
うと避難ができな
くなるので、まずは
自分の身を守るこ
とを考えましょう。 

 地震のときは家具
が倒れて下敷きにな
る危険があります。 
 家具を固定したり、
寝室には倒れやすい
家具を置かないよう
にしましょう。 

煙が縦方向に移動
するスピードは毎秒
３～５ｍで、人間が
歩くスピードの３倍
以上の速さです。 
 火災のときは下方
向へ逃げるようにし
ましょう。 

 地震や火事のとき
は停電して、エレベ
ーターが動かなくな
り閉じ込められる危
険があるので、階段
で避難しましょう。 
 特に火事のとき
は、屋外階段での避
難が安全です。 
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 火事のときは初期
消火、避難（誘導）、 
１１９番通報の３つが
必要になります。 
 火事をみつけたら
大声で周りに知らせ
助けを呼びましょ
う。 
  

 家族と一緒にいる
ときに災害が発生す
るとは限りません。 
 災害時の混乱した
状況でも家族と合流
できるよう、日頃か
ら避難場所について
家族で話し合ってお
きましょう。 

 病気などで日頃飲
んでいる薬がある人
は、非常持出品と一
緒に薬も持って避難
しましょう。 
 また、おくすり手帳
を一緒に入れておく
のもよいでしょう。 

 災害が起きたと
き、ＳＮＳなどの情報
には『デマ』が含まれ
ていることがありま
す。 
自分の目と耳で正

しい情報かどうかを
落ち着いて判断しま
しょう。 
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 災害のとき、ケガ
をして自分で動けな
い人を運ぶために担
架が必要になりま
す。 
「毛布」など身の回り
のものを使った応急
担架の作り方を覚え
ておきましょう。 

 子供にとって、心
肺蘇生法やＡＥＤを
使うことは難しいか
もしれませんが、止
血法（圧迫止血法）や
骨折の固定など簡単
な応急手当を覚えて
おきましょう。 

 災害時の避難場所
では食事に使う皿等
がない可能性があり
ます。 
 新聞紙などの紙を
容器の形に折り、ラ
ップやポリ袋をかぶ
せて食器として使う
ことができます。 

 災害が起こってか
ら約３日後に支援物
資が届き始めるた
め、３日分の非常食
を準備しておく必要
があります。 
 また、ﾁｮｺﾚｰﾄなど
の甘いものを準備し
ておくと、災害時の
ストレス解消にも効
果があります。 
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 素早く安全に避難
するためには、日頃
からの訓練が大切で
す。 
 防災訓練には積極
的に参加しましょう。 

 狭い路地などは、
地震のあとブロック
壁が倒れたり、屋根
から瓦が落ちてくる
可能性があり危険で
す。 
 広く安全な道路を
選んで避難するよう
心掛けましょう。 

 非常口や避難経路
を確認する習慣をつ
けましょう。 
 特にホテルや旅館
に宿泊するときは、
非常口を確認してお
くことが大切です。 

災害が起こった後
で後悔しないよう日
頃から備えておきま
しょう。 
特に台風の時は早

めに準備するよう心
掛け、風が強くなっ
てから外に出たり、
屋根に登ったりする
のはやめましょう。 
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 大きな災害が起こ
ったときは、消防隊
などの到着が遅れる
場合があります。 
 その場合、地域の
住民同士の助け合い
が大切になります。 

 大きな災害が起こ
った直後は、防災グ
ッズや非常食を準備
する人が増えます
が、時間が経つと防
災対策への意識が薄
れる傾向がありま
す。 
 防災対策は続ける
ことが重要です。 

 地震などの大きな
災害のときは電話が
つながりにくくなり
ます。 
そんなとき家族の

安否を確認できるの
が「災害伝言ダイヤ
ル」です。 
毎月１日と１５日は

体験利用できますの
で、利用してみまし
ょう。 

 地震により建物が
ひずみ、扉があかな
くなる場合がありま
す。 
 地震が起こったら
自分の身の安全を確
保したうえで、避難
口となる扉を開ける
ことを心掛けましょ
う。 
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 地震のあとは津波
が発生する場合があ
りますので、海から
離れるようにしまし
ょう。 
 また、遠くへ逃げる
ことができない場合
は、近くの高い建物
や高台に避難しまし
ょう。 

 火事のときは落ち
着いて安全に避難し
ましょう。 
 また、一度避難し
た後に燃えている建
物に戻ってしまうと
非常に危険ですの
で、絶対に戻らない
ようにしましょう。 

 防災対策に100％
はありません。 
 日頃から防災につ
いてみんなで考え、
継続して対策をして
いくことが重要で
す。 

 就寝中に災害が発
生し停電した場合、
周りが見えないと避
難するのが遅れるの
で、寝室等の決まっ
た場所に懐中電灯を
置いておきましょ
う。 
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 ひと 1 人が１日に
必要な飲み水は３リ
ットルと言われてい
ます。 
 地震などの災害に
より断水した場合に
備えて、飲み水を備
蓄しておきましょう。 

 佐世保市では、洪
水ハザードマップ、
土砂災害ハザードマ
ップなど各種ハザー
ドマップが作成され
ています。 
 佐世保市のホーム
ページにも掲載され
ていますので、自宅
の近くにどんな危険
があるか確認してお
きましょう。 

 災害が発生した後
は、道路の様子も一
変します。 
 また、普段は車で
通っている道路を歩
いて避難することに
なりますので、周囲
の危険に気づきにく
い場合もあります。 
 一度、避難経路を
歩いて確認しておき
ましょう。 

 災害時、停電によ
り消えた電化製品を
そのままにして避難
すると、電気が復旧
したときに火災の原
因になります。 
 地震等の災害時に
避難するときはブレ
ーカーを切ってから
避難しましょう。 
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 ヘリコプターは操
縦士が自分の目で見
て確認しながら飛行
する有視界飛行方式
です。 
 ヘリコプターが救
助にきたとき、手を
振ったり大声で叫ん
でも気づいてもらえ
ないときは、鏡で太
陽の光を反射させて
合図をしましょう。 

 防災士とは、日本
防災士機構による民
間資格で、全国で約
３０万人の防災士が
活躍しています。  
平常時は防災訓練

のリーダー役を果た
し、災害時には避難
誘導や救出救助活
動、避難所運営など
の活動を行います。 

 「ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ」は地
震の規模を表すもの
であり、１増えるとエ
ネルギーは約３２倍
になります。 
 これに対して、「震
度」とはある地点で
の揺れの大きさを表
すものであり、０か
ら７までの１０段階で
表されます。 

 ＡＥＤは日本語では
「自動体外式除細動
器」といい、電気ショ
ックで心臓のけいれ
んを止める機械で
す。 
 電気ショックの後
は必ず心臓マッサー
ジをしなければなら
ないことを覚えてお
きましょう。 
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 「佐世保市防災情
報メール」は、防災行
政無線の放送内容を
電子メールで配信す
るサービスです。 
 また、「佐世保市
LINE アカウント」で
も緊急を要するお知
らせや各種情報を発
信しています。 

 過去に起こった災
害と同じような災害
が同じ場所で起こる
ことがあります。 
 自分の住む地域の
災害の歴史について
目を向けてみること
も、災害対策のヒン
トになるかもしれま
せん。 

 南海トラフでマグ
ニチュード８～９の
巨大地震が今後３０
年で起きる確率は、
70～80％といわれ
ています。 
 2024年8月8日
には宮崎県の日向灘
で地震が発生し、「南
海トラフ地震臨時情
報」も発表されまし
た。 

 ひと 1 人が１日に
必要な飲み水は３リ
ットルと言われてい
ますが、水を持って
避難するのは大変で
す。 
 貴重な水は飲み水
として使うために、
非常持出品に軽量で
コンパクトな「ｳｪｯﾄﾃｨ
ｯｼｭ」を入れておきま
しょう。 
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 心肺蘇生法のやり
方を身につけていて
も、もしもの時に行
動できなければ意味
がありません。 
 人が助けを必要と
しているときは、た
とえ自信がなくても
勇気を出して手を差
し伸べましょう。 

 熊 本 地 震 で は
2016年4月 14日
に発生したﾏｸﾞﾆﾁｭｰ
ﾄﾞ 6.5 の地震が「本
震」と思われていま
したが、その２日後
にもﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 7.3
の地震が発生し「本
震」とされ、最初の地
震は「前震」と変更さ
れました。 

 佐世保市では、防
災行政無線の放送を
屋内で聞くことがで
きる「防災ラジオ（戸
別受信機）」を無償で
貸与しています。 
 また、ＦＭラジオと
しても使用できま
す。 

 災害が起こったと
き、すぐ持ち出せる
ように備蓄品はリュ
ック等にまとめてお
きましょう。 
 またお出かけ中の
災害に備えて、車の
中に非常持出品を準
備しておくのも良い
でしょう。 
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 お風呂の残り水
は、断水したときに
水洗トイレの洗浄水
として利用できま
す。 
 普段は洗濯用の水
としても利用できま
すので、お風呂の残
り水を貯めておく習
慣をつけましょう。 

 大きな災害が起こ
ったときは、消防隊
や救助隊がすぐに駆
け付けることができ
ない場合がありま
す。 
 下敷きになってい
る人などは、自家用
車のジャッキを使っ
て救出できます。 

 停電時は灯りとし
てろうそくを使う場
合がありますが、火
災の危険があるので
注意して使いましょ
う。 
 また、ろうそくの火
が衣服に燃え移る
「着衣着火」にも注意
しましょう。 

 地震のあとは、部
屋の中に割れたガラ
スが落ちているの
で、部屋のなかでも
まず靴をはいてから
行動するようにしま
しょう。 
  


